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ウィンタースポーツの可能性を実感！！ 

長野県冬季観光説明・商談会 -SNOW RESORT NAGANO- の開催 

 

駐在事務所の設置や業務委託などその手法は様々ですが、数多くの地方自治体が中国

において観光客の誘致や地元産品の販路開拓、企業の誘致活動といった経済分野に重心

をおいた活動を活発に行っているところです。こうした傾向をとらえ、当協会では

2010 年度から地方自治体の経済交流活動のバックアップを図るため経済交流課を創

設し、具体的な事業の一つとして助成とサポートが一体となった「海外経済活動支援特

別対策事業」により、地方自治体が実施する先駆的な海外経済活動事業への支援を行う

こととしています。（平成 23 年度の助成申請書の受け付けは 12 月 17 日までで締め

切らせていただきました。） 

今回、この事業の対象である長野県が北京市内において行った観光説明・商談会につ

いて紹介させていただきます。 

 

■ 事業の概要 

件 名：長野県冬季観光説明・商談会 -SNOW RESORT NAGANO-  

日 時：2010 年 12 月１日（水） 

場 所：長富宮飯店（中国北京市） 

主 催：長野県、（社）信州・長野県観光協会、妙高市観光協会、 

宿泊施設等観光関係者、自治体国際化協会等 

参加者：（中国側） 

北京市旅遊局、中国滑雪協会、北京市等旅行会社、スキー関係者、 

メディア関係者 

（日本側） 

  在中国日本国大使館、日本政府観光局（JNTO）北京事務所 

内 容：①観光プレゼンテーション及びプロモーション DVD の放映 

     ②中国におけるスキー状況説明（中国滑雪協会 楊軍副秘書長） 

     ③個別商談会 

 

■ 当協会北京事務所の位置づけ 

事業採択にあたっては、①独自性・先進性 ②事業内容・経費 ③経済波及効果 ④

模範性 ⑤海外事務所の必要性 といった項目から経済交流課を通じて採択案件が

決定されます。⑤海外事務所の必要性 についてはこれまで各海外事務所行ってきた

活動支援事業と同じく、海外での事業遂行をよりスムーズに行っていただくために海

外事務所が各種支援を行う必要があるか否か、という点において判断されることとな

ります。そして、事業採択後から実際に活動を行うまでのところで、北京事務所との

連絡調整が発生することとなります。 
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ところが各種支援といっても、各自治体の活動の目的や内容、また特に課題として

いる点や手法などは様々であり、必要とされる支援の内容もそれらに応じて様々です。

そのため事前の調整が必要となってきますが、今回の採択事業について長野県と北京

事務所との間では、依頼事項をまとめていただいた上で各事項について個別に対応の

可否を検討し、支援事項を決定していくという形で準備を進めていきました。長野県

関係者の中には北京市のほか中国国内に活動拠点をお持ちの方もいらっしゃいまし

たので、観光説明会の準備は単独で周到に行われておりました。北京事務所としまし

ては、相手方のアポイントメントの取り付けや備品や消耗品の調達といった点で準備

を進めていきましたが、今回最も効果的にお手伝いができたのは「場」の提供だと思

います。観光説明会・商談会の会場が北京事務所に隣接していたため、当日使用する

物資を保管する「場」として事務所をご利用いただいたほか、連絡調整や資料の準備

を行う中で使うパソコン、プリンタ、デスクといったオフィス機能を持つ「場」、ま

た JNTO 北京事務所を招いての事前ブリーフィングを行う「場」、PR 資材の準備・

整理の「場」として事務所会議室をご利用になりました。もちろん北京市外の地域に

おいて同様にこうした「場」を費用をかけることなく提供していくことは難しいかも

しれませんが、北京事務所としましても支援方法の一つとして蓄積し、有用な方法を

一つでも多く増やしていきたいと考えております。また支援を行っていく過程で、事

務所として蓄積される汎用性・公共性の高いスキームは、今後活動支援を行っていく

中で多くの自治体のみなさまにご提案していくことにより還元していきたいと考え

ています。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 観光説明・商談会の実施 

中国国内では多くの地方自治体が観光説明・商談会の取り組みを行っています。広

大な中国において、活動の場所や活動の方法、アプローチの仕方などの組み合わせは

無数にあるといえます。こうした中、今回テーマとされたのは「スキー」、そして中

国有数の訪日旅行市場であり、スキー人口も多い北京市をその舞台として、観光プロ

モーションが行われました。中国からは旅行会社やメディア関係者など予想を上回る

約 90 名が来場し、長野県が持つ観光の魅力に対する強い関心をうかがうことができ

ました。 

＜観光PR用資材の一部＞＜事務所会議室を利用した準備の様子＞
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冒頭、主催者を代表して（社）信州・長野県観光協会の両角良昭専務理事から「北

京市はウィンタースポーツに非常に関心の高い地域であるため、多くの方に長野県に

来ていただきたい」という挨拶がありました。その後、日本でスキーが発祥して来年

（2011 年）で 100 周年を迎えるほか、その翌年（2012 年）には長野県のスキー

が発祥してから 100 周年を迎えるにあたり、1998 年の冬季オリンピック会場でも

あり日本を代表するウィンターリゾート地でもある長野県の観光プレゼンテーショ

ンが行われました。長野県のスキーが歩んできた歴史が紹介された後、県内に約 100

箇所あるスキー場のうち白馬や志賀高原、野沢温泉、妙高高原といった日本国内でも

有名なスキー場、そして近隣に湧き出る温泉をはじめとした豊かな観光資源が紹介さ

れました。また、そうした長野県の魅力を体感できる旅行ルートの提案がなされまし

た。この提案の中で特に春、満開の桜の花のバックにスキーを楽しむことができる雪

山が拡がる風景写真は大変印象的で、桜と雪を楽しむことができる数少ない観光地と

して多くの来場者の興味をひいたのでは、と思います。 

続いて、中国滑雪（スキー）協会の楊軍副秘書長より中国のスキー事情に関する説

明が行われました。この中では「中国では近年スキーがブームになっており産業化も

すすんでいる。そして国内のスキー客は年間 300 万人に達しており、増加傾向にあ

る。中でも北京市のスキー客は 100 万人とその３分の１を占めている。中国の人口

を考えると割合としては低い現状にあるが、この 15 年間で国内 15 省市に 200 以

上のスキー場が建設され、経済発展に伴い今後スキー関連産業は爆発的に拡大する可

能性を秘めている。成長産業であるがゆえ同時に中国国内の環境整備を行っていく必

要がある」といった点が説明されました。楊副秘書長のこの指摘は多くのスキー場を

有する日本の各自治体にとっても示唆に富んだものであると思います。 

その後、長野県のホテルや観光協会など 14 団体によりブースが設けられ観光商談

会が行われました。ある旅行会社の方に話を伺うと「冬季の旅行商品として長野県を

訪れる企画をすでに進めていたところだ。これからの冬季シーズンから早速販売でき

ればと考えており、多くの人気を集めるものと思う。今回の商談会では関係者に話を

聞くことができたので、商品の開発においても有用であった」という感想を聞くこと

ができました。 

＜中国滑雪協会楊軍副秘書長による講演＞ ＜説明会の様子＞ 
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当日の観光説明・商談会に引き続き、翌２日間

は南山スキー場、軍都山スキー場や鳥の巣（北京

国家体育場）といった北京近郊のスキー場を視察

し、中国国内のスキー関係者と意見交換を通じて

交流を深められたということです。そして今後も

引き続き中国国内のスキー専門紙への広告掲載な

どを通じて長野県の魅力発信を行っていく予定と

されております。 

 

ウィンタースポーツをテーマとした観光プロモーションをスキー人口が集中し、そし

てこれからも増加していくことが期待される北京で開催することができたことについ

て、ご関係のみなさまは今回多いに手ごたえを感じていらっしゃいました。こうした取

組みを通じて日中双方のスキー振興が図られていくとともに、より多くの中国からのス

キー旅行者が魅力的なスキー場を多く有する日本を訪れてくださることを願っていま

す。 

 

＜商談会の様子＞ ＜関係者を招いての交流会の様子＞ 

南山スキー場 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


